
平成２６年度肝炎対策関連予算 １８７億円（１８８億円）

１ 肝炎治療促進のための環境整備

２ 肝炎ウイルス検査等の促進

３ 健康管理の推進と安全・安心の肝炎治療の
推進、肝硬変・肝がん患者への対応

４ 国民に対する正しい知識の普及

５ 研究の推進

１００億円（１００億円）

３２億円（２９億円）

○ 肝炎治療に係る医療費助成の継続実施
・ インターフェロン治療又は核酸アナログ製剤治療を必要とするＢ型及びＣ型肝炎患者が
その治療を受けられるよう、引き続き医療費を助成する。

○ 肝炎患者の重症化予防の推進（一部新規）

・ 保健所や委託医療機関において、原則無料の肝炎ウイルス検査等を引きつづき実施する。
あわせて、肝炎ウイルス検査で陽性となった者に対する医療機関への受診勧奨を行うとと
もに、初回精密検査費用や低所得者の定期検査費用への助成を行うことにより、陽性者の
フォローアップを推進し、重症化予防を図る。

○ 市町村等における肝炎ウイルス検査等の実施（一部新規）

・ ４０歳以上の５歳刻みの方を対象とした肝炎ウイルス検診の個別勧奨を引きつづき実
施するとともに、陽性者のフォローアップを推進し、肝炎の早期治療に繋げる。

７億円（７億円）

○ 肝炎患者の相談支援や生活指導の充実（一部新規）

・ 拠点病院の肝疾患相談センターにおいて肝炎患者からの治療等に関する相談に対応する
とともに、新たに保健師や栄養士を配置し、肝炎患者に対する生活指導を行う。

○ 一般医療従事者への研修（新規）

・ 肝炎医療従事者以外の医療従事者に対しても肝炎に関する研修を行うことにより、地域
における診療ネットワークを活用した患者の早期発見・適切な医療へと繋げる。

２億円（２億円）

○ 肝炎総合対策推進国民運動による普及啓発の推進

・ 多種多様な媒体を活用しての効果的な情報発信や民間企業との連携を通じた肝炎対策を
展開し、肝炎総合対策を国民運動として推進する。

４６億円（５０億円）

○ 肝炎等克服実用化研究事業（一部新規）【厚生科学課計上】
・ 肝炎に関する基礎、臨床研究等を総合的に推進し、肝炎治療実績の大幅な改善につなが
る成果の獲得を目指す。また、Ｂ型肝炎の画期的な新規治療薬の開発等を目指し、基盤技
術の開発を含む創薬研究や治療薬としての実用化に向けた臨床研究等を総合的に推進する。

○ 肝炎等克服政策研究事業【厚生科学課計上】
・ 肝炎対策を総合的に推進するための基盤となる疫学調査や行政的な課題を克服するため
に必要な研究を進める。

○ 市民公開講座や肝臓病教室の開催による普及啓発の推進（新規）

・ 肝疾患診療連携拠点病院において、一般市民を対象とした公開講座や肝炎患者を対象と
した肝臓病教室を開催することにより、肝炎の病状や最新の治療法、日常生活の留意点な
どの必要な知識を分かりやすく伝える。


